
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●市民懇談会スケジュール（予定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２回 市民懇談会 
平成30年 10月 18日（木）開催 

 

第１回 市民懇談会 
平成30年９月６日（木）開催 

 

第３回 市民懇談会 
平成30年 12月８日（土）開催 

 

第４回 市民懇談会 
平成31年１月29日（火）開催 

 

第５回 市民懇談会 
平成31年３月18日（月）開催 

 

平成31年４月24日（水） 
市民意見書の提出 

 

 平成31年３月18日月曜日午後７時より「第５回都留市景観まちづくり市

民懇談会」を開催しました。当日は 14名の参加者となりました。 

第５回ワークショップは、いよいよ市民意見のまとめの段階です。 

ワークショップでは、一歩ずつでもできることから始め、提案のままで終わら

せることのないよう、「優先的な提案、今後の景観まちづくりに波及するより効

果的な提案」など、先導的な取り組みとなる市民プロジェクトを重点的に話し

合いました。さらに、役割分担や協働体制など、今後にむけた具体的な進め

方なども話し合いました。 

懇談会は、今後、成果をとりまとめ市へ意見書の提出を行います。市民

懇談会の集大成として、また、景観まちづくり活動の一歩を担う場となるよう

有意義な機会としていきます。 

  

はじめに、「景観まちづくり市民意見書たたき台」

の大枠について、また、意見書提出に向けた概要の確

認を行いました。 

意見書のたたき台は、市民懇談会がこれまで真摯に

協議を積み重ねてきた、景観まちづくりに向けた検討

プロセスをまとめたものです。 

４月24日（水）に、懇談会の成果を市へ提出しま

す。内容は、プランの発表と意見書の提出、意見交換

などを予定しています。本ワークショップの最後に、

当日の進行に沿い、役割分担等について全体で調整・

確認を行いました。 

 

第５回 市民懇談会の主な内容 

○「市民意見書たたき台」、「市民意見書提出概要」の

確認 

【グループワークショップ】 

○「景観まちづくり市民意見書のまとめに向けた協議」 

－重点プロジェクトと提案の実現に向けた協議、 

プランのまとめ－ 

 

第５号 
２０19．３ 

第５回景観まちづくり市民懇談会を開催しました!! 

 

※以下、市民懇談会と呼称 

日 時：平成31年３月 18日（月） 午後７時～９時 

場 所：都留市役所 ３階 大会議室 

 



 

 グループ別ワークショップは、意見書のたたき台をもとに、主に先導的な提案となる重点プロジェクトの具

体的な内容を深めるとともに、その実現に向けた取り組みなどについて協議を進めました。また、意見書の提

出に向けた役割分担等を確認し、グループ別の発表の後、全体で意見書のまとめの方向性を確認しました。 

【グループワークショップの整理】 

事務局：都留市産業建設部建設課 

住 所：〒402-8501 山梨県都留市上谷一丁目１番１号 

電 話：0554－43－1111（内線131・132） 

Ｆ Ａ Ｘ：0554－43－5049 

 

 

 

【重点プロジェクト（先導的な取組み）】 

テーマ：知ること！多くの人と共感することからはじめる景観づくり!! 

〈取り組みの方向性〉 

相乗効果を生む 共感し・協働するすじみち（誘導シナリオ） 
～共感できる・ワクワク感のある取り組みで継続すること～ 

〈具体的な取り組み〉 

１．「地元学」－郷土景観を育む人づくりに取り組む 

 ○郷土景観を継承する長期的視点を持った取り組み／景観づくりを

担う子どもたちの育成／地域を愛する人の育成 

２．景観まちづくりのポイントを絞り込む 

 ○優先順位の絞り込み／好循環する視点・ラインの検討／成果の好

循環と波及効果／新たに創る景観／実現化の可能性や費用対効果

の検討  など 

 地元学から始める景観まちづくりチーム 
～都留市の骨格となる景観を守り活かす～ 

 

景観まちづくり市民懇談会 意見書の提出 

◆日 時：平成 31年４月 24日（水） 

            午後７時～８時頃 

◆場 所：都留市役所 ３階 大会議室 

◆主な内容：市民意見書の提出、意見交換 など 

 

 

 

 

【重点プロジェクト（先導的な取組み）】 

テーマ：まず、できることからはじめよう！ 

〈取り組みの方向性〉 

お宝発見プロジェクト ～(仮称)つる８駅物語～ 

〈具体化に向けて〉 

１．参加のしくみづくり 
○話し合いの場や機会づくり／自発的な取り組みの実施 

２．８つの駅の活かし方 
○俳句の活用／８駅ガイドマップ／駅と資源を結ぶコースづくり等 

３．情報発信の仕組みづくり 
○情報発信サイトの創設／SNS等の活用など 

４．行政へのお願い 
○資金を要するものの支援／関係機関との調整・協力依頼 

５．景観のルールづくり 
 ○景観条例／景観阻害要因に対するルールづくり  など 

 

 

 

 

 

 

※詳細をお知りになりたい方
は、事務局までご連絡下さい 

 俳句でハイキングチーム 
～暮らしに身近な景観を活かし創る～ 


